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応用が想定される領域

課題と背景 解決方法

① 新エネルギーハーベスティング
（北国の雪と地熱利用）

② 災害時の非常用電源

スターリングエンジンは、温度差で駆動
する外燃機関で理論的に最も高い熱効率
を実現できる熱機関です。200℃以下の
熱源を利用する低温度差スターリング
エンジンは地熱や廃熱など未活用の熱源
を利用した再生可能エネルギーとなる
可能性があります。
これまでは少ない温度差から取り出せ

る出力が小さいため、用途が極めて限定
的でした。しかし、3Dプリンタなどの技術
進歩により、これまでの技術では製造で
きなかった再生器や熱交換器の形状が
作れるようになり、出力を大幅に高める
ことができるようになりました。

低温度差スターリングエンジンに適した樹脂製
多孔式再生器を考案し、従来技術に比べて10倍
以上高い行程容積あたりの出力を実現しました。
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樹脂製多孔式再生器

雪と地熱を利用した
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